令和８年度　事後審査型一般競争入札
入札及び契約に関する留意事項
入札参加者は入札公告書に定めるもののほか、下記の留意事項を必ずお読みください。
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〇入札参加資格要件について
・技術者の専任等についての取扱いは、「監理技術者制度運用マニュアルについて」（平成１６年３月１日国総建第３１６号総合政策局建設業課長から地方整備局建政部長等あて）、「建設工事の技術者の専任等に係る取扱いについて」（平成２６年２月３日付け国土交通省土地・建設産業局建設業課長通知）及び「主任技術者又は監理技術者の「専任」の明確化について（改正）」（平成３０年１２月３日付け国土交通省土地・建設産業局建設業課長通知）のとおりとする。
・同種工事の施工実績について、（一財）日本建設情報総合センター発行の登録内容確認書等に土木一式工事として登録されているものについては、工事内容が水道工事であっても施工実績とすることができない。必ず水道施設工事として登録されていることを事前に確認すること。

〇入札参加資格確認申請書等について
・入札参加資格確認申請書及び誓約書（以下「申請書等」という）の提出は、電子入札システムのみで受付を行う。
・申請書等の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とする。
・提出された書類は返却しない。
・提出期限以降における申請書等の差し替え及び再提出は認めない。
・申請書等の記載内容が入札参加資格要件を満たさない場合は、無効となる場合がある。

〇入札について	
・入札は、電子入札システムで行うものとし、郵送又は持参によるものは受け付けない。ただし、事前に紙入札参加承認願を提出し、紙入札審査結果通知書において承認を得た場合を除く。

〇その他
・申請書等に虚偽の記載をした場合においては、瀬戸市指名停止取扱要領に基づき、指名停止を行うことがある。
・落札者が申請書に記載した専任配置予定の技術者を当該工事の現場に配置できない場合は、契約を結ばないことがある。ただし、正当な理由（病休・死亡・退職等）により、変更がやむを得ないものとして発注者から承諾された場合を除くものとする。



